
 
 
 
 
 
１．まえがき 

 高速・高品質・大容量な移動通信システムの実現のため

に CDMA等の多元接続技術が利用されており，さらなる周
波数利用効率の改善のために SDMA 技術との併用が検討
されている[1]．著者らは SDMA の実現に向けて，干渉端
末が存在するときの SINR 特性について検討してきた
[2][3]．本報告では市街地伝搬環境において SDMA におけ
る空間分割の有効性について検討する． 
２．電波伝搬解析モデル 
 解析を行った市街地環境モデルを図 1 に示す[2]．630m
四方の地面に 64個のブロックを配置している．高さを 9m
～51mの範囲でランダムに設定した建物を 1つのブロック
に 4つ配置している．この解析モデルに対し，イメージ法，
レイラウンチング法を用いて伝搬解析を行い，SINR を指
標として評価を行う． 
 基地局アンテナは素子数 4，素子間隔 0.5λとし MMSE
（最小 2 乗誤差法）を用いてアダプティブ制御を行った．
また移動局は高さ 1.5m，アンテナの指向性は無指向性とし，
市街地の中心 300m 四方の中を移動するものとする．ユー
ザ数は 2 とし片方を所望端末，もう片方を干渉端末とし，
所望端末に対して基地局の指向性が制御されている． 
３．基地局アンテナ高による空間分割特性 
図 2に，ユーザ数 2の時の所望端末の SINR（SINR-S）

と干渉端末の SINR（SINR-I）との関係を示す．図 2(a)お
よび(b)は各々基地局高が 60m および 150m の場合を示し
ている．図 2(a)から，SINR が極端に低い点が見られる．
これは，基地局高が低い場合，建物による反射が増加し，

到来波の遅延時間が大きくなることによる．基地局高が低

い場合には 2ユーザ同時に高い SINRを得ることが困難だ
とわかる．図 2(b)から，SINR が負となる点がなくなって
おり，基地局が見通しになることによって基地局高が低い

場合に比べ，反射波の影響が減少することがわかる．  
 SDMAの有効性を明らかにするために，所望端末と干渉
端末の低い方の SINR特性に着目した．図 3に SINR-Sと
SINR-Iの低い方の累積確率を示す．基地局高が 60mでは
SINR が 10dB 以下となる点が他の基地局高よりも多く見
られる．これは SINR が負となっている部分が多いためだ
と考えられる．しかし 10dB 以上の SINR を確保する場合
では他の基地局高と同様の特性が得られているため基地局

高が低い場合にも空間分割は可能だと考えられる． 
４．むすび 
 市街地伝搬環境での空間分割の有効性について SINR 特
性を求め解析した．基地局高を 60mに設置した場合でも他
の基地局高の場合と同様，高い SINRが得られ，SDMAに
よる空間分割が可能であることが明らかとなった． 
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図 1． 市街地伝搬モデル
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図 2．基地局高に対する SINR
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